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第 5 章では，モデル汚染物質として界面活性剤を採用し， レーザードップラー検出器と電気泳動装置を併用して，
低圧逆浸透膜の表面電荷状態を検討し，この手法が，イオン交換樹脂溶出物や微量の界面活性剤による膜汚染のよう
な，従来の手法では検出困難であった膜汚染の検出と定性的評価に有効であることを明確に示している。膜の汚染は
透過水量の低下を引き起こし，省エネルギーや経済性のような膜の根幹に関わる問題に発展する可能性が大きし '0 本
手法は今後の低圧逆浸透膜実用化に対する障害を軽減する意味を有する。
以上のように，本論文では低圧逆浸透膜の中の荷電膜に着目して，耐久性の観点からの製品開発の指標を与え，膜
内外の輸送現象の解析に基づいてかん水脱塩や海水脱塩の水質予測を行い，また，膜への汚染物質付着機構の解明に
基づいて膜汚染抑制への提言を行っているo 実験及び理論の両面から荷電膜による分離機構を解明して，実用上極め
て有用な提言を行ったものであり，博士(工学)の学位論文として価値があるものと認めるo
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